
















　　竜王様のお料理







　ソラは竜王の眷属である女の子だ。

　眷属になった時点で肉体の成長が完全に止まったせいで、千年以上の時を過ごしながらも見た目は七、八歳の幼女にしか見えない。眷属になったことで精神的な成長も止まったのか、その言動も完全に幼女のそれである。

　そんなソラは主人である竜王のことが大好きだ。愛しているというより、神の如き存在と見做して崇拝している。だから、竜王の生まれ変わりであるリオのことも出逢った時点から強く崇拝の念を向けていた。

「竜王様！」

　という呼称で、ソラはいつだって嬉しそうにリオのことを呼ぶ。

「なに、ソラちゃん？」

「今日の朝ご飯もとっても、とーっても美味しいです！」

　朝食の時間に、ソラが屈託のない笑みをたたえて言う。

「ありがとう。ソラちゃんは美味しそうに食べてくれるから嬉しいよ」

「本当に美味しいからです！」

　ソラは止めていた手を動かし、食事を再開する。はむはむと、なんとも至福そうにご飯を頬張る姿は、リスやハムスターのような小動物を彷彿とさせる。

　眷属になったことで病気や体型の変化といったこととも無縁らしい。だからか、子供の見た目とは裏腹にソラはよく食べる。脂っこい料理でも朝からドンと来いだ。精霊のアイシアも体型維持とは無縁でよく食べるので、三人で一緒に暮らすようになってからは多めに朝食を用意するようにしていた。

「竜王様とまた一緒に、竜王様の手作りご飯を食べられるなんて、ソラは本当に幸せ者です」

　と、ソラは言葉通り、なんとも幸せそうに語った。そこまで嬉しく思われるとリオとしてもこそばゆくはあるが──、

「ふふ」

　リオはご飯を食べるソラの姿を微笑ましそうに見守った。

「はむはむ。ふぉぉぉぉ、お肉、お肉、美味しいです！」

　一口食べる毎に表情が七色に明るく変化するソラだが、中でも肉料理を食べた時の顔は最高に輝いている。

（ここまで喜んでくれると本当に作りがいがあるな）

　次はどんな料理を作ってあげよう？　どんな味付けがソラは好みだろうか？　リオはそんなことを考えながら、自分が知る肉料理のレパートリーを思い浮かべる。

「ソラの言う通り、春人のご飯は美味しい。食べると心もぽかぽかする」

　寡黙な性格ゆえに黙々とご飯を食べていたアイシアだが、ぽつりと口を開いて感想を言った。

「わかっているじゃないですか、アイシア。竜王様のお料理は竜王様がお作りになったというだけで滋養強壮に精神疲労回復の効果がありますからね」

　ソラはふふんと鼻を高くしてアイシアを褒める。

「滋養強壮に精神回復の効果は……、流石にないと思うけど……」

　大げさな表現に軽く苦笑するリオだが──、

「ありますよ！　ソラの心もぽっかぽかに温かくなっていますから！」

　と、ソラは何の疑いもなく断言した。

「うん」

　アイシアも短く頷いて肯定する。

「そっか……。じゃあ、お昼も腕によりをかけてご飯を作るよ」

　照れ臭そうに俯きながらそう言って、お昼の献立を考えるリオだった。
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